
平
成
二
十
三
年
六
月
十
四
日
提
出

質

問

第

二

四

六

号

青
森
県
に
設
置
さ
れ
た
「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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青
森
県
に
設
置
さ
れ
た
「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
は
現
在
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
で
あ
り
、
収
束
に
向
け
た
工
程
表
も
見
直
さ

れ
る
な
ど
政
府
の
対
応
は
後
手
に
回
っ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
、
被
災
者
に
と
っ
て
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。
我
が
青
森
県
で

は
多
数
の
原
子
力
施
設
を
抱
え
る
中
、
県
独
自
に
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
検
証
す
る
「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」

が
六
月
七
日
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
津
波
・
地
震
・
建
築
工
学
・
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
原
子
力
防
災
・
原
子
炉
工
学
・
放
射
線
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
・
マ
ス
コ
ミ
の
九
分
野
の
十
三
人
で
構
成
さ

れ
る
。

国
の
福
島
第
一
原
発
事
故
に
対
す
る
検
証
が
進
ま
な
い
中
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
始
め
多
数
の
原
子
力
施
設
を
擁
す
る
青

森
県
は
、
国
に
先
立
っ
て
安
全
性
を
独
自
に
調
査
し
検
証
を
い
ち
早
く
行
う
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
を
掲
げ
る
政
府
は
、
原
子
力
政
策
に
関
し
て
も
ど
の
よ
う
に
安
全
性
を
担
保
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
一

日
で
も
早
く
そ
の
方
向
性
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
と
し
て
青
森
県
独
自
の
「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」
の
設
置
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ま
た
評
価
し
て
い
る
の

一



か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」
が
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
検
証
す
る
過
程
で
、
県
が
必
要
に
応
じ
て
国
に
情
報

提
供
を
依
頼
し
た
場
合
、
国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

「
県
原
子
力
安
全
対
策
検
証
委
員
会
」
が
出
す
こ
と
に
な
る
検
証
結
果
に
対
し
て
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
つ

も
り
な
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
掲
げ
て
い
る
政
府
は
、
国
と
し
て
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
原
子
力
施
設
を
抱
え
る
自
治
体
と
ど
の
よ
う
に
連
携
を
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


